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巻頭言

技術部長 塩田祐久

技術部の活動にご支援，ご協力をいただきありがとうございます。技術部長として 2 年目を迎

えます。技術部報の巻頭にあたり，高専の動向とそれにかかわる技術部の活動について述べさせ

ていただきます。

津山高専は急速な社会環境の変化に対応するために平成 28 年度に総合理工学科を設置し，学

年進行で組織改編を進め，令和 4 年度に専攻科を含む全学で改組が完了しました。新たに設置

された生物・化学を含む基礎科学分野を学ぶ先進科学系についても，県内地域での認知度が上が

り，系に対する志願者も増え，企業からの求人や 3 年次編入学の進学先などについてもこれまで

あった専門分野と変わらない状況となってきました。総合理工学科のカリキュラムとしては，全

系を組み合わせた異分野同士を融合させる教育を進めています。

全国高専全体における教育に関する動きとしては，全ての高専卒業生が身に付けるべきミニ

マムスタンダードとしての学習到達目標をモデルコアカリキュラムとして設定し，これを高専

教育の質保証の指標として高専関係者や企業・社会へ提示することにより，高専全体のプレゼン

スを高めようとしています。そのカリキュラムでは，すべての学習で基礎となる「コア（知識・

技能）」分野において「実験実習能力」がもっとも高い到達水準のひとつとして設定されるとと

もに，社会実装や PBL のような通常の講義とは異なる形態の授業が必須項目となっています。 

このような社会環境の変化や高専機構の動きに対応した津山高専の教育カリキュラムへのサ

ポートとして技術部の支援活動は大きな役割を担っています。本報に掲載されている技術部実

験実習支援計画表にあるように，各技術職員は授業コマ数週 40 コマのうち 20 コマ以上につい

て実習・演習や卒業研究・特別研究等に対する技術支援にあたっています。これらの支援に関わ

る準備や新たな取り組みへの対応は当然，当該コマ以外で行われることになり，教育研究活動へ

の直接的な支援に対して非常に多くの時間が割り当てられています。

高専教育の高度化を進めるためには技術職員の知識・技術の高度化が必須です。他機関との連

携や外部資金への申請などを活発に行い技術職員のポテンシャルを上げることはこれに資する

取り組みの一環であり，本報でもその取り組みが紹介され，本校技術部の特筆すべき活発な活動

を見ることができます。しかし，兎角これらの活動が目を引きがちですが，通常の実験実習や研

究活動を中心とした学生・教員への直接的かつ地道な支援活動もまた，高専の教育効果の向上と

質保証へつながる重要な活動となります。技術部では，技術職員のポテンシャル向上のための活

動とそれらの成果を授業を通して教育研究へフィードバックする活動とが両輪となり，本校の

教育研究効果の向上へ寄与していくことになります。

本報にはこれらに関する技術部の活動が記載されています。学内外の多くの方にご一読いた

だき，技術部の活動について理解を深めていただければ幸いです。今後とも，皆様のご支援，ご

協力をよろしくお願いいたします。
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Ⅰ 活動実績

１． 教育研究支援

２． 地域協力

３． 委員会・ＷＧ・プロジェクト等

４． 技術研究・発表・技術研修等

５． 外部資金応募

６． 技術部年度計画

７． 会議



１． 教育研究支援 

【１】 授業（実験実習、演習、卒業研究等）

先進科学 2年 実験実習Ⅰ 3 45 全系共通 1年 実験実習 11 288

3年 実験実習Ⅱ 1 16 1年 総合理工基礎 3 52

4年 化学実験 3 36 1年 情報リテラシー 3 112

4年 生物学実験 1 12 2年 CAD入門 3 42

4年 物理学実験 2 24 1年 生物 1 4

2年 チャレンジゼミナール基礎 1 12 1年 物理Ⅰ 1 20

3年 一般化学 1 2 2年 物理Ⅱ 2 8

2年 化学Ⅰ 2 18

機械 2年 実験実習Ⅰ 4 110 3年 化学Ⅱ 2 20

3年 実験実習Ⅱ 4 104

4年 実験 4 96 系横断 3,4年全系横断演習

3年 設計製図Ⅱ 1 28 5年 有機化学Ⅱ 1 2

5年 機械システム 3 42

電気電子 2年 実験実習Ⅰ 4 96 5年 制御プログラミング 2 24

3年 実験実習Ⅱ 4 96

4年 実験 4 96 機械制御 1年 特別実験 3 14

情報 2年 実験実習Ⅰ 4 91

3年 実験実習Ⅱ 4 91

4年 実験 5 120

2年 プログラミング基礎 1 26

4年 プログラミング応用 1 13

5年 制御プログラミング 2 24

支援
者数

年間
のべ
回数

支援
者数

年間
のべ
回数

系・専攻 学年 科目 系・専攻 学年 科目

【２】 留学生補習

機械システム系３年生 １名 

計測器具，仕上げ，立フライス盤・帯のこ盤，旋盤

R5.4.28～5.26  全４回  ［河原みほ 川村純司 中島哲史］
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【３】 総合情報センター

職員１名常駐 ［三木 勝］

システム管理者

設備保守・管理

ネットワーク保守・管理

情報セキュリティ（情報システムに関する設定と変更、運用、管理）

事務処理システム運用管理（サイボウズ、WebClass、Microsoft365 等） 
コンピュータウイルス対策（全校）

教務システム保守・管理、電子掲示板保守・管理

職員 2 名で対応 ［谷口亜紀子 清水大輝］ 
ホームページ更新

【４】 実習工場

職員４名で対応 ［河原みほ 川村純司 中島哲史 久保田絢香］

設備保守

マイスター制（放課後等に安全・機械使用法講習を実施）

【５】 地域共同テクノセンター

計測解析室１  設備（3D プリンタ）保守  ［谷口亜紀子 久保田絢香 清水大輝］ 
Ｘ線電子顕微鏡室  設備保守・管理    ［田口理沙子］

実施回数 総実施時間 資格取得者数

前期（5/16～7/14) 7回 6時間30分 20名

後期（10/11～12/15) 1回 1時間00分 4名

帯のこ盤 2回 1時間00分 2名

旋盤 2回 2時間00分 3名

溶接 3回 6時間00分 4名

3-M（4/25) 1回 1時間00分 38名

マイスター講習３，２級

マイスター講習２級 NC

機　械 実施回数 総実施時間 資格取得者数 担当者

3Dプリンタ 16回 26時間30分 32名 久保田絢香

ワイヤーカット 10回 20時間00分 9名 中島哲史

レーザ加工機 12回 12時間00分 18名 川村純司
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【６】 オープンキャンパス２０２３

先進科学系   ［小林るみ］

  機械システム系   ［河原みほ 川村純司 中島哲史 久保田絢香］

  電気電子システム系 ［瀬島裕貴 田口理沙子 神田尚弘 久安明子］

  情報システム系   ［谷口亜紀子 三木 勝 清水大輝 日下孝二］

  総合情報センター  ［三木 勝］

【７】 定期試験監督

常勤職員１１名が対応
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【８】 技術支援

  「技術支援依頼書」に基づき実施

依頼年月日 依頼者 内容 延べ時間

R5.3.13 教務委員会 BYODノートPCの配布と初期設定 32H

R5.4.14 専攻科長 専攻科入試説明会における講演 清水大輝 1H

R5.4.21 総務課施設係 郵便受けの修理 中島哲史 1H

R5.5.29 香取研究室 金属部品の図面作成 河原みほ 中島哲史 7H

R5.6.12 先進科学系 先進科学実験実習Ⅱの学習指導支援 小林るみ 10H

R5.6.14 電気電子システム系 アクリル板のレーザ加工 川村純司 1H

R5.6.15 先進科学系 チャレンジゼミナール基礎における実験支援 小林るみ 中尾三徳 3.5H

R5.6.19 廣木研究室 実験器具の製作 中島哲史 10H

R5.6.28 内燃機関部 金属材料の放電加工 中島哲史 2H

R5.6.30 電気電子システム系 電気工事士技能試験のための実技講習 瀬島裕貴 神田尚弘 30H

R5.7.2 ロボット技術研究部 ギヤの作製 中島哲史 30H

R5.7.6 先進科学系 ミニオープンキャンパスの支援 小林るみ 3H

R5.7.10 ロボット技術研究部 NHK高専ロボコン用フィールド製作 60H

R5.7.11 総務課施設係 第2体育館倉庫扉の修理 中島哲史 1H

R5.7.12 関研究室 引張試験試料の切断 中島哲史 10H

R5.7.26 高木研究室 アダプターの内径加工 川村純司 1H

R5.8.3 半田研究室 ステンレス容器の加工 中島哲史 河原みほ 4H

R5.8.7 半田研究室 アクリル製ブランクフランジの作成 川村純司 13H

R5.8.9 寺元研究室 アルミおよびステンレス板の加工 河原みほ 久保田絢香 1H

R5.8.22 内燃機関部 ナックルの製作 中島哲史 5H

R5.8.24 先進科学系 つやまSTEAM人材育成塾の支援 小林るみ 4.25H

R5.8.25 廣木研究室 加熱浴用アルミブロックの穴径拡張 中島哲史 3H

R5.9.4 情報システム系 3Dプリンタによる造形 久保田絢香 110H

R5.9.6 井上研究室 金属材料の穴あけ加工 中島哲史 3H

R5.9.28 先進科学系 化学Ⅱにおける実験支援 中尾三徳 6.5H

R5.10.3 関研究室 打抜き試験試料の切り出し 中島哲史 12H

R5.11.10 専攻科 MDFのレーザ加工 川村純司 1H

R5.11.27 関研究室 熱分析用アルミニウムサンプルの加工 中島哲史 10H

R5.12.1 廣木研究室 加圧装置の部品製作 中島哲史 5H

R5.12.5 電気電子システム系 電気工事士技能試験のための実技講習 瀬島裕貴 神田尚弘 30H

R5.12.8 専攻科 MDF板のレーザ加工 川村純司 2H

R5.12.11 井上研究室 金属材料の放電・穴あけ加工 中島哲史 4H

R6.1.20 守友研究室 試料のSEM観察 田口理沙子 2H

R6.1.29 関研究室 引張試験試料の切断 中島哲史 3H

R6.2.20 学生課学生生活係 部品の中心穴の拡大 中島哲史 1H

R6.3.21 先進科学系 アクリル板のカット 川村純司 河原みほ 4H

担当者

谷口亜紀子　瀬島裕貴　田口理沙子
清水大輝　中尾三徳

河原みほ　川村純司
中島哲史　久保田絢香
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【２】 各系内ＷＧ・プロジェクト等

情報セキュリティ担当者   ［三木 勝］

スタートアップ教育環境整備事業ＷＧ   ［中島哲史］

４． 技術研究・発表・技術研修等 

【１】 学外研修会等参加

年月日 研修会等名 主催・会場等

R5.5.29～31
国立高等専門学校機構
初任職員研修会

高専機構 田口理沙子

R5.8.24～25
中国・四国地区国立大学法人等
技術職員組織マネジメント研究会

香川大学 神田尚弘 河原みほ

R5.8.29～9.1 半導体人材育成に関わる教員研修 九州工業大学 田口理沙子

R5.8.30～9.1
中国・四国地区国立大学法人等
技術職員研修（機械・農学）

香川大学 久保田絢香

R5.9.7～8
中国地区高等専門学校
技術職員研修

大島商船高専 中島哲史 清水大輝

R6.2.29～3.1 高専技術教育研究発表会 松江高専

R6.3.15 実験実習技術研究会 オンライン開催 谷口亜紀子 久保田絢香

R6.3.8
半導体人材育成に関わる教員研修
COMPASS 5.0 「サーキットデザイン教育」 有明高専 田口理沙子

R6.3.22～25 応用物理学会春季学術講演会 東京都市大学 田口理沙子

太字は技術発表者

参加者

小林るみ　清水大輝　中尾三徳
神田尚弘

【２】 学内研修会等

① 技術部 技術研修会

R5.11.15
「TinkerCAD による電子回路工作」 
講師：瀬島裕貴 神田尚弘 田口理沙子 久安明子

② 技術部 活動報告会

R6.3.11
 瀬島裕貴 神田尚弘 「オープンキャンパス体験コーナーの支援について」

清水大輝 「C 言語開発環境の簡便な構築に向けて」 
中尾三徳 「津山高専のマイコン実験における先進科学系物理学実験（Raspberry Pi） 

実施報告」
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５． 外部資金応募 

【１】 科学研究費補助金（奨励研究）

申請人数：13 名(内採択 2 名) 
採択：谷口亜紀子「面接調査による高専女子卒業生のキャリア形成阻害要因の実証研究」

採択：田口理沙子「半導体人材育成を目的とした走査型電子顕微鏡を活用する実験プログラムの

開発」

６． 技術部年度計画 

「Ⅴ．技術部年度計画」に詳細を記載

７． 会議 

【１】 教育研究技術支援委員会

第１回 R5.6.7   第２回  R6.3.11 

【２】 技術部会議

第１回 R5.4.4   第４回 R5.9.19 
第２回 R5.6.7   第５回  R5.11.16 
第３回 R5.7.31   第６回 R6.1.26 

【３】 中国地区高等専門学校技術長会議（大島商船高専） ［神田尚弘］

R5.9.8 

【４】 全国高専技術長等会議（松江高専） ［神田尚弘］

R6.3.1 

【５】 中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議（香川大学） ［神田尚弘］

R6.2.26～27 
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Ⅱ 技術部活動紹介

・ BYOD 導入報告



BYOD 導入報告 
第二技術班  谷口亜紀子 三木勝  瀬島裕貴 

田口理沙子 清水大輝  

1 BYOD の導入 
津山高専（以下、本校）では令和 2 年度より BYOD を導入し、すべての新入学生がノー

トパソコン（以下、ノート PC）を準備することとなった。使用するノート PC は本校の標
準仕様を満たしている必要があり、入学手続き時に推奨ノート PC の購入案内を行ってい
る。すでに保持しているノート PC の使用や自分の好きな機種の購入も可能であるが、例年
約 8割強の学生が推奨ノート PCを購入している現状にある。

2 PC およびその他の設定 
2.1 時間割および体制 

1年生の授業が本格的にスタートする前に本校の環境でPCが利用できるよう設定する必
要があった。本校の 1年生は系配属されていない 160名程度が 4クラスに分けられている。
令和 5 年度の 1年生は木曜 7・8 時間目と金曜 7・8時間目に 2 クラスずつ「総合理工入門」
の授業があったため、その時間を利用して設定を行うこととなった。2クラス同時に設定し
なければならないため、総合情報センターの演習室 A と C を利用することにした。 
 また PC 設定をしたことがない学生が大半のため、サポート体制を考慮する必要もあっ
た。1 年生は年間通して「情報リテラシー」の授業があり、そこで PCのさまざまな使い方
を習得する。そのため、そのクラスの「情報リテラシー」担当教員が主導して説明を行い、
各系から 3 名の教員と技術職員 1名がサポートとして加わった。 

2.2 準備 
学生が学内無線 LAN を利用するには Forms による MAC アドレスの申請が必須であり、

申請にあたりネットワークに繋がっている PCが必要になる。また本校推奨ノート PCを購
入した学生へは PC を配布し、開梱後すぐ初期設定を行うため電源の確保が必須である。 
演習室 A は机に電源が配備されているため、電源の問題はクリアできた。しかし、学生

が MACアドレスを報告する際に利用する PCがなく、学生全員分の PCを用意する必要が
あった。準備や片付けがしやすいという観点からタブレット PC を利用したが、この PC は
普段はあまり使われていないため、事前にWindowsUpdateを実行する必要があった。また
授業時間前には各 PCの立ち上げ、ログイン、MAC アドレス申請用 Formsおよび AXIOLE
へのリンクを表示したブラウザ画面を表示した。 
演習室 C は机の下に電源タップがあるが、すでに配置されている PC やモニタで利用さ

8



れており余裕があまりない。本校推奨ノート PC の電源アダプタは嵩張る形状をしているた
め、別途 3口以上の電源タップを用意する必要があった。またMAC アドレス報告時には既
存の PC を利用できたため、既存 PC の立ち上げ、ログイン、MACアドレス申請用 Forms
および AXIOLEへのリンクを表示したブラウザを表示した。 

2.3 PC の配布 
本校で購入した PC は事前に演習室 A および C に運搬しており、授業開始後に教務係主

導で各学生（購入者のみ）に配布した。学生ごとに付属品の購入物品が異なるため、配布時
に学生と一緒に中身をチェックし確認を行った。 

2.4 PC の初期設定 
本校推奨ノート PC を購入した学生はその場で開梱し、初期設定を行った。また自分で用

意した PC を利用する学生でまだ初期設定ができていない学生も一緒に設定を行った。 
設定に先立ち、入学から卒業まで一貫して使用するユーザ名と各システムの初期パスワ

ード一覧を配布した。このユーザ名は個人 PCのユーザ名としてだけではなく、各システム
ログイン時にも使用する。パスワードの設定は特に注意が必要で、パスワード設定ルールに
準じたパスワードを設定するよう促す必要があった。

2.5 学内無線 LAN 利用申請 
本校は BYOD PC の利用を推奨しているため、教室や実験室等さまざまな場所で学内ネ

ットワークに接続する必要がある。そのため、学生向け無線 LAN を使用できるようにして
いるが、この無線 LAN は機器の MACアドレスによるフィルタリングを行っている。 
初期設定時にコマンドプロンプトを用いて Wireless LAN adapter の MAC アドレスを確

認し、クラス・出席番号・氏名とともに事前に用意した PC の Forms 画面より利用申請を
行った。MAC アドレスは画面を見ながら手打ちする必要があるため登録ミスが少なからず
発生しており、授業開始時にネットワークが利用できない学生が発生してしまうのは今後
の課題である。 

2.6 AXIOLE のパスワード設定 
 用意した PC のブラウザより、AXIOLEのパスワード設定を行った。このパスワードは現
時点では寮内有線 LAN への接続時にのみ利用されているが、2024 年度以降 Microsoft365
のパスワードとして利用することが見込まれている。 

3 運用およびサポート 
3.1 授業での利用 

複数科目でこの PC を利用しているが、ここでは技術職員が支援を行っている 1 年生の
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授業についてのみ報告する。 
「情報リテラシー」は 1 年生が通年通して受ける授業で、この授業内で Microsoft365 や

WebClass の利用設定や利用方法の習得をしている。パスワード忘れなどの対応も前期の始
めの頃は多いため、パスワードリセットのために学生を事務室へ連れて行くことも少なか
らずある。 
「総合理工実験実習Ⅰ」の情報システム系担当分については、作成した IchigoJam を PC

に接続し、プログラミングを行っている。IchigoJam プログラミングを実施するためにはデ
バイスドライバのインストールやプログラミング環境を整備する必要がある。また実際に
接続する際にはジャンパー線の配置や COM ポートの選択等も必要になるため、理解でき
ていない学生へのサポートが必須となる。 
「総合理工基礎」の情報系（半期）では C言語のプログラミング環境を整備するため VS 

Code を各自の PC にインストールおよび設定を行っている。授業時間内に設定できなかっ
た学生に対しては授業時間外でも対応している。 

 
3.2 ハード故障時の対応 

机からの落下等、ディスプレイの液晶割れが一番よく起こる故障であるが、保証サービス
に入っている学生の PC は情報センターが窓口となり、メーカーへセンドバックしている。 
センドバック後の PC は MAC アドレスが変更になっているため、無線 LAN 接続用に再

度 MACアドレスを申請する必要がある。 
 
4 今後の課題 
本校で BYOD PC を導入して 4 年が経過した。当初よりコスト面や持ち運びの利便性を

重視し、Microsoft の SurfaceGoを採用しているが、当初の予定よりメモリに高負荷をかけ
るアプリの使用が増えスムーズに作業を実施できないことから、より上位機種の購入が必
要になってくることが想定される。 
また新型コロナウィルスの感染が以前に比べ下火になってきたため、別の場所で 2 クラ

ス同時に設定を行う必要がなくなり、今後は 1 つの場所で同時に実施することが可能とな
った。実際に実施体制を変更する場合には PCや電源の準備等、物理的に考慮する必要はあ
るが、人的リソースの削減にも繋がることが期待される。 
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Ⅲ 学外研修会等 
 
 
 

・ 令和 5 年度学外研修会等一覧 
 

・ 学外技術発表者 
 
中島哲史  「実習工場棟の全面改修による業務環境の変化」 

 

小林るみ  「受精卵内部の発生過程を観察する 

イベリアトゲイモリの受精卵の標本作製」 

 

清水大輝  「BYOD PC における Visual Studio Code 導入の簡略化」 

 

中尾三徳  「理学系学科における物理学実験（Raspberry Pi 計測 

    実験）の実施報告」 

 

谷口亜紀子 「高専女子卒業生のライフコース・キャリア形成過程の 

    実証的研究」 

 

久保田絢香 「論理回路に関する教材の開発 ～構成から組み合わせ 

              まで～」 

 

田口理沙子  「ミストデポジション法で作製したフラーレン結晶の 

構造解析」 



年月日 研修会等名 主催・会場等

R5.5.29～31
国立高等専門学校機構
初任職員研修会 高専機構 田口理沙子

R5.8.24～25
中国・四国地区国立大学法人等
技術職員組織マネジメント研究会 香川大学 神田尚弘 河原みほ

R5.8.29～9.1 半導体人材育成に関わる教員研修 九州工業大学 田口理沙子

R5.8.30～9.1
中国・四国地区国立大学法人等
技術職員研修（機械・農学） 香川大学 久保田絢香

中島哲史 【P12-13】

清水大輝

小林るみ 【P14-15】

清水大輝 【P16-17】

中尾三徳 【P18-19】

神田尚弘

谷口亜紀子 【P20-21】

久保田絢香 【P22-23】

R6.3.8
半導体人材育成に関わる教員研修
COMPASS 5.0 「サーキットデザイン教育」 有明高専 田口理沙子

R6.3.22～25 応用物理学会春季学術講演会 東京都市大学 田口理沙子 【P24】

太字は技術発表者

R6.3.15 実験実習技術研究会 オンライン開催

参加者

令和5年度　学外研修会等一覧

R5.9.7～8
中国地区高等専門学校
技術職員研修

大島商船高専

R6.2.29～3.1 高専技術教育研究発表会 松江高専
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実習工場棟の全面改修による業務環境の変化 

 

〇中島 哲史* 
*津山工業高等専門学校 技術部 第１技術班 技術専門職員 

 

津山工業高等専門学校にある実習工場棟は令和元年度に全面改修工事が行われた。これにより旧実習工場棟に 

比べて大幅に室内環境が改善された。今年で３年が経過したところであり、改修前後で変化した部分をまとめて 

みると、メリットの方が大部分ではあるがそうでない部分もあった。本発表では特に業務に影響の大きかった部分 

について報告する。 

 

1． はじめに 

 

本校に初めて実習工場棟が設置されたのは

１９６６年（昭和４１年）であり、約５０年近

く経っていたため各所の老朽化が激しく建物

内部の造りも古く経年劣化が進んでいた。津山

高専では工場棟改修ワーキンググループが立

ち上げられ、実習工場運営担当を担っている技

術部からも参加していた。そして改修要求認め

られ、２０１９年度に全面改修が決定し第１実

習工場棟、第２実習工場棟ともに２０２０年３

月末に竣工を迎えた。 

当初の予定では竣工から授業開始までの期

間が２週間程度であったが新型コロナウィル

ス感染が拡大した影響で授業開始が７月とな

ったため最初の３か月間は準備期間を取るこ

とができ実習授業をスムーズに開始すること

ができた。 

今年で３年が経過し運用方法が確立されつ

つある。本発表では新工場での実験実習や工場

管理業務における環境状況について報告する。 

 

 
      図-１ 改修後の第１実習工場外観 

2．工場改修前後での比較 

（１）機械加工室、実験室の配置変更 

改修前では第１実習工場に工作機械のある

機械加工室といくつかの機械系の実験室があ

り、大きく離れたところにある第２実習工場に

鋳造、溶接、木工の部屋があった。そのため作

業によっては行き来しなければならない時も

あり、工場管理業務も分散して行わなければな

らず煩雑な所もあった。 

そこで改修では各部屋の配置を再考し第１

実習工場は機械加工室、溶接、木工の部屋を集

約することとした。そして第２実習工場はすべ

て実験室となった（鋳造は廃止）。このことで工

場管理業務における工作機械や溶接機のメン

テナンスがやり易くなった。また、実験実習に

おいて旧工場では第１、第２工場で分かれて行

うこともあり学生の集合場所の間違い等もあ

ったが、改修後はほぼ解消されている。 

 

（２）工場内部のレイアウト 

 今回の実習工場改修はベースとなる骨組み

はそのままで内外装の全面改修であったため、

もとの実験室をつなげた結果、よこ長のレイア

ウトとなった。そんな中、第１実習工場には新

たに学校全体が利用できる「共同利用スペース」

が設置されたため、工作機械の設置面積は大幅

に減少することとなった。これに伴い撤去せざ

るを得ない工作機械もあった。しかしながら教

育効果の高い汎用旋盤等は減らすことができ

ないため、斜め置きとした。 

 さらに、設計当初には作業スペースと通路は

間仕切りの予定であったが敷地確保のため間

仕切りの設置はせず、安全通路を確保するレイ

アウトとなった。また、鋳造に関しては津山高
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専の改組に伴い実験実習の見直しが行われ機

械系の実習時間数が減ったこと、また十分な安

全環境を確保することが難しいことから廃止

することが決定した。 

 

 

図-2 改修後の工場内観 

 

（３）空調環境の改善 

 旧工場では天井パネルの設置はなく吹き抜

けであったので夏場の室内温度が 35℃を超え

ることもあり、スポットクーラーを複数台使用 

する必要があり、午後の実習はたびたび休憩を

取り水分補給をするなど熱中症対策に追われ

るような状態であった。 

 新工場では全ての部屋に天井パネルが施さ

れエアコンも完備された。また、窓枠や外壁も

全て一新された事で工場内部の気密性が格段

にアップし実習中の空調環境も大幅に改善さ

れた。このことにより学生の実習中の意欲向上 

と共にわれわれ指導側の職場環境も改善され

たことで実際に実習の質が上がったことを実

感している。 

 

 
図-3 実習風景 

さらに溶接室については、従来は空調環境が劣

悪な状況であったが改修後は個別の集塵機と

冷風機が完備され以前とは比べ物にならない

程の実習環境改善がなされており、女子学生で

も意欲的に溶接実習に取り組めているようで

ある。 

 

 
図-4 改修後の溶接室 

 

3．さいごに 

                                        

 今回の実習工場全面改修工事によってもた

らされた業務改善としての 1番大きなものはや

はり空調環境の大幅な改善である。私の学生時

代では夏の実習工場は熱いのは当然のことで、

それを我慢して作業するのが当たり前の時代

であった。 

 また当時は女子学生もほぼ皆無で居たとし

ても数年に 1 人のような状況であったが、近年

は女子学生も少しずつ増加傾向にあり、今後の

日本経済発展を担う貴重な女子学生、いわゆる

「リケジョ」の人材確保、育成のためにも作業

環境の改善は最優先課題あると考える。 

 今後は金属３D プリンタ等の最先端機械の導

入も予定しており、設置場所の気密性や清潔な

環境も重要になってきている。 

 これらのことから言えるのは古き良き時代

の根性論もあながち間違ってはなかったと思

うが、やはり現代の学生たちに合った作業環境

を整えることが大事であり、その結果学生の実

習意欲が湧き優秀な人材の育成に繋がる。それ

は言い換えれば我々の業務改善とも言えるの

ではないかと思う。今後、より一層の作業環境

の改善に努めていきたい。
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受精卵内部の発生過程を観察する 

イベリアトゲイモリの受精卵の標本作製 
小林 るみ 

津山工業高等専門学校 技術部 

 

1.はじめに 

生物分野を学ぶ学生にとって発生について学び、受精卵の細胞の分化・形態形成を理解するこ

とは必須である。筆者は生物学の講義に関わり、学生がこれらの興味や理解が薄いことに気付い

た。そこで 2022 年度 JSPS 科研費（22H04179）の助成を受け、学生らに本物の受精卵を観察させ

るため、イベリアトゲイモリを人工授精し、得られた受精卵をポリウレタン系透明レジンで包埋

した標本を作製した。その標本の作製過程において発生の各段階における受精卵内部の劇的な変

化を観察させることができないかと考えた。胞胚期における胞胚腔、神経胚期における神経管を

観察することは細胞の分化や形態形成をより深く理解することに繋がる。そこで、津山工業高等

専門学校にてイベリアトゲイモリの人工授精を行ない各発生段階における受精卵の内部を観察で

きる標本を作り観察させることで、学生にダイナミックな細胞の分化・形態形成について更に理

解を促すことにした。 

 

2.イベリアトゲイモリについて 

イベリアトゲイモリ(Pleurodeles waltl)は主にイベリア半島に生

息する比較的大型の有尾両生類で、餌付けがしやすいうえに成長が早

く実験室内の環境でも飼育が容易である。その受精卵は直径 1.2 ㎜

と大きく発生段階を観察しやすい利点がある。また生後一年程度で子

孫が得られ、ゴナドトロピン（性腺刺激ホルモン）を注射することで

受精卵を一度に約 600個、通年得ることができる。 

 

3. イベリアトゲイモリの受精卵標本作製の概要  

 イベリアトゲイモリの人工授精を行ない、発生が進む受精卵を発生段階

ごとに採取・固定（１し、それらを切断しスライドグラスに包埋することで、

発生段階を追って内部変化の観察ができる標本を作った。イベリアトゲイ

モリの受精卵は図 2 のように発生する。その段階ごとに採取した受精卵を

４％PFA固定（パラホルムアルデヒド固定）し、アルコール置換を行なった

あと－30℃に冷凍保存した。標本をグリセリン置換したあと切断し、プレ

パラートを作製・封入し標本を作製した。 

 

4.イベリアトゲイモリの人工授精と固定 

 津山高専で飼育しているイベリアトゲイモリの野生型系統を使って人工授精を行ない、受精卵

を用意した。受精卵は 6時間で桑実胚期、31時間で原腸胚期、63時間で神経胚期、87時間で尾芽

胚期へと変化する。得られた受精卵および胚をその発生の段階を追って４％PFA固定（パラホルム

アルデヒド固定）を行なった。 

＜固定方法＞15 mLチューブに 4％PFA/PBS溶液を入れておく。採取した受精卵および胚を固定液

が入ったチューブに入れ、４℃で overnight 静置した。その後、固定液をアルコールに置換する

図 2 イベリアトゲイモリの発生表 

図 1 イベリアトゲイモリのメス 
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ため、チューブから固定液を廃棄し 70％エタノールと入れ替えＲＴ（室温）で一日静置した。徐々

にエタノールを 70％から 90％→95％へと上げていき、最終 100％へと上げたものを－30℃に保存

した。 

 

5.受精卵および胚の切断とプレパラート作製 

 －30℃で冷凍保存した胚をグリセリン：エタノール＝１：３混

合溶液が入ったシャーレに取り出し、30分後カミソリの刃を使っ

て切断した。更に 30 分毎にグリセリンの濃度を上げていき、最

終 100％グリセリン液に置換した。ホールスライドグラス（2に標

本が入る深さになるようにビニールテープで土手を築き、切断した胚をグリセリン液とともにホ

ールスライドグラスの穴に入れた。空気が入らないようにカバーグラスをして封入した。（図 3） 

  

6.完成した標本について 

 完成した標本を顕微鏡で観察した。実体顕微鏡で観察を行なうと、

桑実胚期では胞胚腔を、神経胚期では神経管を観察することができ、

発生が進んだ受精卵の質感やリアルな形状を観察することができた。

本物の受精卵の 3 日間で起きる変化を外観だけでなく内部から観察

することで、発生過程をより詳しく解説することができ学生に理解を

促せた。また昨年度作製した本物の受精卵および胚をあわせて説明す

ることでより詳しく発生について解説することができた 

 

7.今後の課題 

 標本を切断する際、現在は縦方向にのみ切断しているが横方向にも

切断したいと考えている。またパラフィン包埋などを行ない更に薄く

切断したい。現在は胚の一部分だけ切断して標本を作っているが、薄

く切断することで切断面を増やしていければと考えている。 
 

謝辞 本研究は、日本学術振興会 令和 05年度科学研究費補助金（奨励研

究 課題番号：23H05169）の助成を受け実施いたしました。ここに

感謝の意を表します。 
 
 

参考 図２の写真：Shi D, Boucaut J. The chronogical development of 

the urodele amphibian Pleurodeles waltl (Michah). 

Int.J.Dev.Biol.39: 427-441 (1995)  

 

 

 

 

 

注釈（１ 固定とは、生物の組織や細胞を顕微鏡で観察する際、生きているときに近い状態で保つ

ために、原形質をアルコール・ホルマリンなどで凝固させること 

  （２ ホールスライドグラスとは、中央部分に円形のくぼみがあるスライドガラスで、カバー

ガラスを載せると潰れてしまうような試料に使用する 

図 5本物の胚を全方向から観察できる 
標本（昨年度 作製） 

図 3 ホールスライドを使って作製した標本 

図４ 発生段階ごとに切断して作製した標本 
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BYOD PCにおける Visual Studio Code導入の簡略化 

津山高専 清水 大輝 

１．はじめに 

津山高専（以下、本校と記述）では令和２年度よりBYODを導入し、すべての学生がノートパソコン

（以下、BYOD PCと記述）を準備することとなった。導入以降、多くの授業でBYOD PCが利用されるよう

になり、授業で使用するための環境を設定する必要が出てきた。なかでもプログラミングの授業は顕著

で、利用する言語の開発環境を BYOD PCに設定し、学生が時間や場所を問わず授業の予習・復習ができる

ようにする必要がある。 

本校では複数の科目において C言語を用いたプログラミングを実施しており、その環境構築を１年生

の「総合理工基礎」にておこなっている。令和４年度までは開発環境として、無料・32bit版の「CPad 

for Borland C++ Compiler（以下、BCPadと記述）」を利用していた。 

しかし、Windows11への対応・移行が進み、Windows11ではサポート外の32bit版アプリケーションを

利用しない方針となった。これによって、無料版のBCPadに替わる開発環境が求められた。 

そこで、令和５年度から「Visual Studio Code（以下、VSCodeと記述）」を利用することとなったが、

環境構築の手順が複雑（図１）で、授業時間内に環境構築が終わらない学生もいた。また、環境構築がで

きていても利用方法によっては「日本語が文字化けする」などの問題が頻出した。 

上記の環境構築や運用における課題を解決すべく、筆者は VSCodeの導入における手順の簡略化を目標

に開発をおこなった。その結果、ポータブル化によって拡張機能や設定ファイルなどを１つのフォルダに

まとめられること、設定ファイルに追記することによって所望の設定を付与できることが判明し、これら

を併用することでVSCode導入における手順を大幅に削減することに成功した。 

本発表では、VSCodeのポータブル化と設定変更の方法、そして予想される効果について述べる。 

 

図１ BCPadとVSCode（改善前）それぞれの環境構築手順 

２．VSCodeのポータブル化 

VSCode開発環境は本体とコンパイラからなるが、その設定ファイルは通常「%APPDATA%/Code/User」

（ユーザ設定）と「%USERPROFILE%/.vscode」（ワークスペース設定）に保管される。 

本体の直下に「data」フォルダを作成しVSCodeを

起動、ワークスペースをcprogrammingフォルダに設

定する。これによって、ユーザ設定は図２の

「User」フォルダに、ワークスペース設定は
図２ ポータブル化した後のフォルダ構成 
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「.vscode」フォルダに、それぞれ保管される。この時点で拡張機能

をインストールすると、「extensions」フォルダにインストールした

拡張機能が追加される（図３）。 

先述の手順を経たcprogrammingフォルダは移動先でも同環境の動

作が可能であるため、拡張機能がインストールされたVSCode開発環

境（図１の「日本語化」、「C言語」、「Code Runner」を省略）を学生に

公開・提供できる。 

３．settings.jsonファイルの編集 

 VSCodeの初期設定から変更した内容は、すべてユーザ又はワークスペースの設定フォルダ内の

settings.jsonファイルに追記される。またその逆も可能で、

settings.jsonに追記した内容は VSCodeに反映される。 

 ワークスペース設定フォルダ内の settings.jsonにコンパイ

ラのパスとCode Runnerの「Run In Terminal」の有効化をそ

れぞれ追記することで、図１の「パス指定」と「拡張機能設

定」を省略できる。また既定の文字コードをShift-JISとする

よう追記すれば日本語の文字化け対策もできる（図４）。 

４．VSCodeの改善によって予想される効果 

 VSCodeの改善によってもたらされうる効果として、以下が挙げられる。 

⚫ 手順の簡略化による授業時間の有効活用 

図５に示すとおり改善後のVSCodeはダウンロードと展開だけで環境が整うため、時間短縮に有効 

⚫ 日本語入力時の文字化けリスクの低減 

VSCodeの既定の文字コードを UTF-8からShift-JISとすることで、文字化けは回避可能 

⚫ settings.jsonファイルへの追記による利便性の向上 

「自動保存を有効にする」や「フォルダツリーにおいて特定のフォルダを非表示にする」など 

３章で示した設定以外にも便利な機能が多くあるため、学生のニーズに合わせて設定が可能 

 

図５ 改善前のVSCodeと改善後のVSCodeの環境構築手順 

５．おわりに 

 本発表ではVSCode開発環境における導入難易度の低減に対するアプローチとして、VSCodeのポータブ

ル化とsettings.jsonファイルの編集をおこなった。その結果、開発環境の導入までの手順が大幅に削減

できたうえ、学生が運用することを考えたセッティングもできるようになった。 

 実際に学生がこの開発環境を導入するのは来年度以降のため、今後その結果についてもまとめたい。 

図４ settings.jsonファイル 

図３ extensionsフォルダ 
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─────────────────────────────────────────── 
*津山工業高等専門学校 技術部 

理学系学科における物理学実験（Raspberry Pi 計測実験）の実施報告 

 

津山高専 中尾 三徳*  

 

要旨 

津山高専では，令和２年度から学科改組後，1 学科４系の中の先進科学系物理学実験の Raspberry Pi を使った

計測実験の２テーマ（能動的素子，受動的素子）の５年経過（２０１９年～）内容と現状について，追加改良され

た内容，①改訂別冊資料（Ａ５判），②計測実験１で操作説明を実施，③実験時間配分（９０分×２週），④操作に

ついて新たな実験セットを使って直接説明指導実施，等について報告する． 

 

キーワード：理学系実験，マイコン計測実験，Raspberry Pi 

 

１． はじめに 

 

令和２年度より実施した，物理学実験（計測実験１＆

２）について，第１１回高専実験実習研究発表会 in 福

井で報告したが，それから５年経過後の現状について，

報告する．実施当初，学生がどこまで，出来るか未定で

あったため，試行錯誤しながら実施した．最大で同時に

１０名の学生を２テーマに分けて実験する必要があり，

指導教職員１人では，まかないきれないことが多々あっ

た．そこで，導入の実験１を詳しく技術指導，注意指導

等を行い，実験２については，実験１での注意点に気を

付けて，実験実施学生相互で協力して進めてゆく方法を

とった．これにより，実験の進捗はスムーズになった．

また，実験テキストのみでは，説明しきれないことが多

くあり，図１の別冊の補足資料（A5判）を作成した．こ

れは，A4 で表裏４ページでワードやプリンタの冊子印

刷設定等を使って印刷し，図２の直角回転ホッチキス

（MAX製 HD-10V）を使って製本した．18×４ページで合

計 72 ページまで，作成できた．これ以上だと，留めら

れなかった．実験のタイムスケジュールについては，実

験１が５テーマ実験２が５テーマで，それぞれ実験が９

０分，１テーマあたり１８分という目安で実施した．各

実験の導入時は２０分～３０分必要とした．あとは，要

領がわかって，目安より早めに実施できた．各テーマの

実施順は，スムーズに実験が進むように，相互に入れ替

えて，調整した．実験１の最初の導入時には，指導教職

員用の実験セットを使い，それで，具体的に操作等をリ

アルタイムで指示した．今後については，実験時間の改

定に伴い，２限から３限に変更される予定になっている．

やはり，経験のない実験装置を取り扱うには，ある程度

の時間が必要だと思われる． 

 
 

図１．別冊の補足資料 

 
 

図２．直角回転ホッチキス 
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２． 実験改良 箇所 

 

①別冊の補足資料への説明の追加 

②実機を使った説明 

③テーマの実施順番 

④導入説明・指導，学生相互による実験指導 

 

２．１ 補足資料作成 

 補足資料は，学生一人一人に１冊づつ配布した．Ａ４

で表裏Ａ５で４枚分作成出来，ワードかプリンタの設定

の図３を使って冊子又はブックレット印刷する． 

 

２．２ スケジュール 

 実験のスケジュール流れについては，大きくは２つに

分けて，能動的と受動的それぞれ５テーマ配置した． 

能動的については，学生からの操作により，ポートを通

して，素子（デバイス）を駆動させるものとなっている． 

受動的については，素子（センサー）からの情報により，

ポートを通して，ラズパイまたは素子（デバイス）に値

を表示するようになっている． 

 

２．３ テーマの実施順 

 １週目は，最初に Linuxの CUI と GUI について体験理

解し，キーボードからコマンドを入力して，処理を行う．

その後，LEDランプとプッシュスイッチによる点灯消灯

を行い．超音波センサーデバイスによる距離の測定を

個々の学生が配置を考え実験装置を組み立てる．次に，

実行するとランプを順番の点灯消灯するプログラム実

験を行う．そして，ボリューム（可変抵抗）を手で回す

ことによる回転角度の表示をおこなう処理を行う． 

 次に，2週目は，受動的実験群として，温度湿度セン

サーによる測定処理，次にI2C（高速同期シリアル通信）

によるRGB対応の２列表示LCDへ自分の名前や色を表示

する処理を行い，センサーと LCDを組み合わせて，検出

した温度湿度を LCDに表示する処理を実施する．騒音セ

ンサを使用した騒音の検出，光センサーを使用した明る

さの検出表示を実施する．このように基礎から入って，

応用までする． 

 

２．４ 説明方法実機を使って 

 実験の説明については，口頭，テキスト，補足資料等

を使って実施したが，それだけでは，足らなかったので，

予備のセットを使って，リアルタイムで説明を行った．

キーボードとマウスは，ドングル（USB接続 Bluetooth）

で離れた位置から操作し，ラズパイのモニターは，学生

が見渡せる位置においた．実験の説明については，実験

１（１週目）では，細かく説明し，実験２（２週目）で

は，実験の進捗具合は，学生相互に任せた．これにより

教職員側の負担も減り，アクシデントが発生したとき，

実験の進行が滞ることがなくなった． 

 

２．５ Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ Ｐｉ計測実験１ 

1 週目の計測実験 1 は，5 つの基本実験からなってい

る．①Linuxの使い方について GUIと CUIを扱う．②ス

イッチで LEDの点灯を制御する．③超音波で距離を測定

する．④3つの LEDの点灯を制御する．⑤ボリューム（可

変抵抗）で回転角度を検出する． 

 

２．６ Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ Ｐｉ計測実験２ 

 

 2 週目の計測実験 2 は，5 つの基本実験からなってお

り，①温度，湿度を測定する．②LCDディスプレイに文

字列を表示する．③LCDディスプレイに現在の温度と湿

度を表示する．④騒音を測定する．⑤明るさを測定する． 

 

３． 今後の進展 

 来年度（令和６）より実験時間が 2限から３限になり，

時間にして９０分から１３５分になり，学生の理解の向

上，指導教職員側の細やかな指導が見込まれる． 

 

図３．冊子印刷(CANON) 
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高専女子卒業生のライフコース・キャリア形成過程の実証的研究 

〇谷口 亜紀子 a) 

a)津山工業高等専門学校 技術部 

１．はじめに 

報告者は数少ない女性技術職員として津山高専（以下、本校）に勤務している。その過程で卒業後に

技術系専門職に就いた女子卒業生は比較的短期間で就労を断念するケースが多く観察されることにき

づいた。また、在学中に技術系専門職への就労意欲を十分に獲得できないでいる学生も見受けられる。

こうした現状は、技術系教育現場において、教育実践に際してのロールモデルの供給など女子学生に対

するキャリア教育の充実が依然十分な効果をあげえていないことを反映している。 

２．研究目的 

報告者は 2017 年度および 2019 年度にキャリア教育を受けていない世代に対し質的研究（課題番

号:17H00240、19H00038）を実施しており、調査時点で技術系専門職継続者は半数以下であることを把

握している。また 2020 年度から 2022 年度にかけてキャリア教育を受けた世代に対し質的研究（課題番

号: 20H00710 、21H03901、22H04023）を実施し、就職者全員が技術系専門職を継続していることを

把握している。 

本研究は引き続き女子学生向けキャリア教育の必要性と方法に関する基礎資料を得ることを目的と

して実施された。とくに、高専の女子学生にとってもっとも身近なロールモデルである女性技術職員（高

専卒業者）のライフコースや各高専におけるキャリア教育のあり方を調査・分析し、課題を明確化する

ことを目指した。 

３．調査の方針 

これまで獲得してきた高専女子卒業生のキャリア形成・構想上のつまづき事例や技術系専門職のロー

ルモデル獲得成功・失敗事例をもとに、卒業後約 10 年以内の女性卒業者を対象とした調査を実施した。

調査はキャリアの見通しや現状についての聞き取り調査であり、調査者と調査対象者の対話を通じて実

施するという手法をとった。 

並行して、他高専の女性技術職員にも自身のキャリア形成の過程やキャリア教育のあり方についての

インタビューを実施した。 

４．聞き取り調査 

調査は卒業生 5 名、他高専女性技術職員 2 名に対して実施した。卒業生のインタビュー当時の卒業経

過年、居住地、卒業後の進路は表 1～3 の通りである。 

   表 1 卒業後経過年    表 2 居住地     表 3 卒業後の進路 

 

 

 

 

  

 学生時に受けたキャリア教育について尋ねたところ、先輩講演や OG 座談会・企業説明会への参加が 

卒業経過年 人数 

1 年以内 0 

～5 年 1 

～10 年 4 

居住地 人数 

岡山 2 

関西 2 

関東 1 

進路 人数 

進学 1 

就職 4 
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が挙げられた。しかし、3 人の調査対象者が受けた記憶がないと回答しており、キャリア教育のあり方

や方法を考える必要性があると考えられる。キャリア教育を受けたと回答した調査対象者からは「自分

はエンジニアには向いていないと感じた」「子どもをもっても働き続けられると思った」など、自分の将

来を選択する材料となったり、子どもを持ちながら働くイメージを持てたりと受けて良かったといった

意見があった。 

他高専女性技術職員に女子学生の様子を尋ねたところ、「恋愛に関する考え方が大丈夫か心配になる

学生がいる」「女子学生が少ないのに分裂している様子を見て心配になる」といった印象が述べられた。

「女子学生の将来に何を期待するか」といった質問に対しては「学生時代にしかできないことを沢山経

験して、将来は楽しい人生を過ごしてほしい」「社会に出てから転職もできるし、広く人生を生きてほし

い」などの回答があった。 

 ５．考察 

高専卒業時に就職を選択した調査対象者は、調査時点で 3 名が初職を継続していた。また進学した 1

名および別業種へ転職後再度技術系専門職に復職した1名を含めて、全員が技術系専門職に就いている。

特にキャリア教育を受け「子を持ちながら働くイメージを持てた」と回答した調査対象者は、実際に産

休・育休を経て現在も初職である技術系専門職を継続している。ここにキャリア教育の影響を感じるこ

とができた。「在学時に受けたかったキャリア教育にはどのようなものがあったか」という問いには、

「色々な立場の人の話をたくさん聞きたい」といった直接話を聞ける場の提供を望む声が多く、自分の

将来をより具体的にイメージしたいという強い意思が感じられた。 

 また調査対象者のうち 2 名は既婚、未婚の 1 名は結婚を望んでおり、そのうち子を持たない 2 名は出

産を希望しており、出産後は仕事を退職したいと回答があった。この 2 名はロールモデルに母親を挙げ

ており、彼女たちの母親は仕事をしていたものの自分たちは家庭に入りたいという意見だった。また結

婚を望まない 2 名は子を持たない人生を歩みたい意志があり、それゆえ結婚も出産も望まないというこ

とだった。この 2 名と既婚者で子を持っている 1 名のロールモデルは母親ではなく、学生時代の教職員

や上司など自分に似た環境で仕事をしている人物をロールモデルとして意識していた。 

 ６．津山高専での満足度 

調査対象者は、今の仕事の基盤となる知識やスキルのみでなく、人との出会いや関わり方などその後

の自分の人格形成や仕事への意識など本校での被教育経験やそのライフコースにおける意義に対し、高

い満足度を示していた。これは教職員と距離が近いこと、学生生活の自律度や自由度の高さ、幅広い年

齢層が在籍する課外活動での経験など、高専の特長が要因であると考えられる。 

 ７．今後に向けて 

このような聞き取り調査を長期的・継続的に実施し、技術者養成教育の基礎資料として蓄積する必要

があると考えられる。卒業後 10 年以内の調査対象者はライフコースが目まぐるしく変化する年代でも

あり、調査後 5 年後・10 年後といった聞き取り調査も実施しマイルストーン的な役割を果たしたいとも

考えている。 

また女性を取り巻く環境や法律も日々変化しているため、それに伴いキャリア教育上の課題も変化し

ていくと考えられる。また女子学生と密に接する他高専の女性技術職員との情報交換も継続したい。 

謝辞 

本研究は科学研究費補助金（奨励研究・課題番号：23H05016）の助成を受け実施された。 
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論理回路に関する教材の開発 

～構成から組み合わせまで～ 

久保田 絢香 

津山工業高等専門学校 技術部 

１．はじめに 

発表者は論理回路やその応用例である加算回路に関する実習指導を行っている。この時、関連項目と

してトランジスタやカウンタ回路等に関する口頭説明も行っているが、説明だけではトランジスタの組

み合わせで論理回路が構成されることや、加算回路同様に論理回路の組み合わせでカウンタ回路も構成

されることなどは意識できていないようであった。 

指導を行っている実習うち、半加算回路は NOR 回路 IC を用いて NOR 回路 5 個で作成している。

NOR 回路のみを用いる理由の一つとして、トランジスタの個数が少なくてすむというメリットが挙げ

られる。しかし、トランジスタから組み立てる実習を行っていないため、そのメリットを体感すること

ができない。そこで、論理回路をトランジスタで組み立てさせることにより NOR 回路や NAND 回路

のメリットを認識させることにした。 

また、論理回路から加算回路を作成しているが、この理由は動作を知るだけでなく、論理回路とのつ

ながりを意識し論理回路の重要性を認識させるためである。そこで、論理回路から加算回路以外の回路

も作成することにより、論理回路と様々な回路とのつながりを意識させることにした。 

２．トランジスタを用いた論理回路の作成 

2.１ 開発した教材 

トランジスタから論理回路を作成するアプローチは、以下の(1)～(3)の 3 種類の方法で行った。 

なお、作成する論理回路は、「OR 回路」「AND 回路」「NOT 回路」「NOR 回路」「NAND 回路」の 5

つである。 

(1) 挿し込み式のトランジスタを用いてブレッドボード上で一

から論理回路を作成する(図 1)。  

トランジスタを用いて一から作成するため、トランジス

タから論理回路を作成するというイメージが一番つきやす

いと考える。一方で、回路作成のための手間が非常にかか

る。 

(2) 挿し込み式のトランジスタを挿し込むだけで論理回路が

実現できる論理回路基板を製作し、論理回路を作成する

(図 2)。 

 トランジスタを挿すだけで論理回路が完成するため手軽

に行える一方、トランジスタを挿し込むだけであるため、

トランジスタから作成するというイメージが浅くなる恐れ

がある。 

図 1.トランジスタで作成したOR回路 

図2.論理回路基板で作成したOR回路 
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(3) シミュレータ上で回路を作成し、動作シミュレーションを行

う(図 3)。 

 実際の組立作業がないため、手軽に行えると考える。一方

で、実習でブレッドボードを用いて論理回路を作成している

が、シミュレーションソフトに関する実習は行っていないた

め、初学者にとっては操作が難しい恐れがある。 

2.2 開発した教材に対する調査 

開発した教材に関して 2 名を対象に調査を行った。「論理回路がトランジスタから作られているこ

とは理解できたか」という問いではどちらも理解できたと回答しており、使用したトランジスタ数か

ら NOR 回路および NAND 回路ではトランジスタ数が少なくてすむことも認識した。 

また、(1)~(3)の方法に関して調査したところ、取り組みやすさについては両者(2)を挙げていた。

所要時間も(1)が 1 時間、(3)が 1 時間 40 分かかった中、(2)は 30 分と最短だった。一方、トランジ

スタから論理回路が作成されていることを認識するために一番役立つのはどれかという質問では、1

名は予想通り(1)を挙げていたが、もう一人は(2)を挙げていた。このことから、(2)の方法は取り組み

やすさだけでなく、理解度にも効果があることがわかった。 

３．論理回路を用いた順序回路の作成 

「2.1 開発した教材」の(2)で用いた論理回路基板を用いて実施する。ただし、論理回路を組み合わせ

て順序回路を作成することが主眼であるため受講者がトランジスタを実装する必要はないと判断し、小

型な表面実装タイプのトランジスタを使った論理回路基板を製作した。これにより基板サイズも小型化

した。なお、「2.2 開発した教材に対する調査」からある程度規格化した部品を用いても効果があること

がわかったため、論理回路 IC を用いて一から組み立てるのではなく、基板で規格化した教材でも論理

回路とのつながりを意識させるために効果があると考えられる。 

順序回路の一例としてカウンタ回路がある。カウンタ回路はカウント入力が入るたびに 1 ずつ加算さ

れていく仕組みであるため、十分動作を確認させるために 4 ビットに設定して製作した。また、カウン

タ回路は D フリップフロップにより構成されているため、D フリップフロップの基板を製作し、まず

D フリップフロップの動作を確認させた後、カウンタ回路を作成することにした。この過程を経ること

により、D フリップフロップ自体を基板化でき、カウンタ回路基板の小型化も実現した。また、カウン

タ回路は D フリップフロップの出力が 1 から 0 へ反転するタイミングで桁上りが発生する。一つ前の

状態と現在の状態が重要だが、基板で表示できるのは現在の状態のみであるため、一つ前の状態を表示

するための液晶も設置した。 

４．まとめ 

今回、「トランジスタを用いた論理回路の作成」および「論理回路を用いた順序回路の作成」に関して

教材開発を行うことができた。今後、実習および調査を実施する予定である。 

参考文献 

[1] 「トランジスタ技術 2020 年 5 月号」CQ 出版社 

[2] 堀桂太郎「ディジタル電子回路の基礎」東京電機大学出版局(2003) 
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図3.シミュレータで作成したOR回路 
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ミストデポジション法で作製したフラーレン結晶の構造解析 

Structural Analysis of Fullerene Crystals Fabricated by Mist-Deposition Method 

津山工業高等専門学校 ○田口 理沙子，香取 重尊 

National Institute of Technology, Tsuyama College ○Risako Taguchi, Shigetaka Katori 

E-mail: taguchi@tsuyama-ct.ac.jp 

 

１．緒言 

大気圧下で成膜が可能なミストデポジショ

ン法は，超音波により原料溶液を霧状にして，

その霧を基板に吹き付けて薄膜を形成する手

法で，装置構成が簡便で材料選択の幅が広く，

大面積に対しても均一な薄膜形成が可能なこ

とから，新しい薄膜プロセスとして期待されて

いる． 

一方，有機半導体材料の中でも n型特性を示

すフラーレンは針状やチューブ状など特異な

３次構造を作り，興味深い特性を発現すること

が知られている(1)．我々はミストデポジション

法により，フラーレン溶液を基板に吹き付ける

ことで，短時間で結晶を得ることができ，n型

の有機トランジスタを作製できることを示し

てきた(2)．しかしながら，結晶構造の制御には

至らず，フラーレンの用途拡大にはその制御が

不可欠である． 

本研究ではミストデポジション法によるフ

ラーレンの高度な結晶性の制御を行うことを

目的として，２種類の沸点の異なる溶媒を混合

した溶液を用いて，フラーレン結晶を作製し，

得られた結晶の電子顕微鏡観察及び XRDによ

る結晶構造解析を行った． 

２．実験  

フラーレン溶液の調整には低沸点の溶媒と

して 1,3,5-トリメチルベンゼン（b.p.=164.7℃）

と高沸点の溶媒として 2- ピロリドン

（b.p.=245℃）を用い，フラーレンの濃度は

33wt%とした．このとき，高沸点溶媒である

2-ピロリドンを全体の 20, 25, 30%となるよう

に加えた．成膜温度は 120℃から 210℃までの

範囲で 30℃毎に変化させた．また，成膜には

ノズルから原料溶液のミストを吹き付けるリ

ニアソース方式のミストデポジション法を用

いた．キャリアガス ，希釈ガスには窒素(N2)

を用い，成膜実験を通して温度とガスの流量は

一定とした．基板には 20×15[mm]に切り出し

た ITO 付きガラス基板を使用し，アセトンと

2-プロパノールを用いて超音波洗浄を行った

後，成膜に供した．得られた薄膜に対して，走

査型電子顕微鏡（SEM）を用いて表面観察及び

XRDによる結晶構造の解析を行った．  

３．結果  

図 1 に成膜温度 180℃で成膜した時の SEM

観察結果を示す．図中左上の数値は高沸点溶媒

の混合比を示している．溶媒の混合比が変わる

ことで針状や粒子状の形状の異なる結晶が形

成されていることが確認できた．また，温度を

変化させて成膜した場合についても，結晶性の

違いが確認された．XRD による結晶構造の解

析を行ったところ，２θ=11°付近にピークが

現れ，fcc 構造の結晶が得られていることが確

認できた． 

 

図１電子顕微鏡によるフラーレン結晶の観察 

 

参考文献 
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No.10, pp.745-750 (2021) 
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Ⅳ  学内研修会

 活動報告会



研修会報告

研修会名 ： 令和５年度技術部技術研修会

会  場 ： 総合情報センター演習室 B 

日   時 ： 令和 5 年 11 月 15 日（木）13:00～15:00 
参 加 者 ： 第一技術班 河原みほ 川村純司 中島哲史 小林るみ 中島紀子

中尾三徳

第二技術班 谷口亜紀子 三木勝 久保田絢香 清水大輝

日下孝二

内 容 ： 「TinkerCADによる電子回路工作」 

講 師 ： 瀬島裕貴 神田尚弘 田口理沙子 久安明子 

報告

研修担当者 瀬島裕貴

 今回の研修会の内容は前回の電気系が担当した研修会で行った研修の続きとなる。前回の研修

では電気電子システム系２年の前期で行っている実験「電子回路工作」を行った。内容としては

６つの基本的な電子回路を実際の素子を使用してブレッドボード上で組み立てて、動作を確認し

たり、測定器を用いてデータを収集した。今研修ではそのブレッドボード上での回路工作を PC
上で CAD を用いて同様の実験を行った。CAD は AUTODESK 社が提供している WEB 上で簡易

的な電子回路をシミュレーションすることが可能な「TinkerCAD」を使用した。 
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研修会報告

研修会名 ： 令和 5 年度技術部活動報告会 

会  場 ： 共同利用スペース

日 時 ： 令和 6 年 3 月 11 日（月） 
発 表 者 ：  瀬島裕貴、神田尚弘

清水大輝

中尾三徳

参 加 者 ： 田村、柴田、藤本、安信（以上岡山大学技術職員）、塩田（技術部長）、

岩佐(校長)、亀川、松田、野村、香取、西尾、植月、 
河原、川村、中島哲、小林、中島紀、谷口、三木、久保田、田口、

日下、久安

日程概要 ：

13:00  開会挨拶 
技術部 技術長 神田尚弘

岡山大学 総合技術部 部長 田村義彦

【発表】

●13:05～13:20「オープンキャンパス体験コーナーの支援について 」

瀬島裕貴、神田尚弘

●13:20～13:35「C 言語開発環境の簡便な構築に向けて」

清水大輝

●13:35～13:50「津山高専のマイコン実験における先進科学系物理学実験（Raspberry Pi）
 実施報告」

中尾三徳

13:50  閉会挨拶 
技術部 技術部長 塩田祐久

報告

○ 神田尚弘

オープンキャンパス体験コーナーの新テーマ開発について、二人で共同で行なったため、報告

も自分の担当した部分について、分担して発表した。今後も、いろいろな形の発表があっていい

と考えている。今回、報告会（発表会）に始めて岡山大学の技術職員の方に来ていただいた。今

後、連携を深めていきたいと思っている。

○ 瀬島裕貴

オープンキャンパスの体験コーナーについて、電気電子系でテーマの一つを新たに開発しその

経緯と内容を報告した。報告は開発経緯と自分が担当した電子回路部分を行った。

○ 清水大輝

来年度で津山高専 10 年目という大台の目前ということで、今年度特に注力した「C 言語開発環

境の整備」に関する発表をさせていただいた。

活動報告会（技術報告会）は、発表はおろか参加すら初めてであったため勝手がわからず、専

門的な話になりすぎていたかもしれない。
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 しかし、活動報告会の雰囲気や聴講者の傾向による発表内容の調整など、今後おこなう発表に

おいて多くのことを学べたため、有意義であった。

○ 中尾三徳

先進科学系の物理学実験の「マイコン実験における先進科学系物理学実験（Raspberry Pi）
実施報告」で発表報告した。校長を含め４つの系の多く教員の方が聴講に来ていただき、驚いた。

津山高専のマイコン（プログラミング）の現状と今後についてと物理学実験の引継ぎについて報

告した。発表後、岡大の技術職員の方とデモ用の PC を見ながら、質疑をした。多くの教職員の

方に活動報告会に参加していただき有意義であった。 
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Ⅴ 技術部年度計画 
   

 
 

・ 令和 5 年度 技術部年度計画 最終報告 

 

・ 支援業務改善 



令和５年度 技術部 年度計画  

 

 

年度計画 ： 学生教育に反映させるため、技術職員の技術能力の向上を図る 

 

具体的な課題・取組等 

 

１．外部資金獲得へ向け、科学研究費補助金等へ申請をする。 

     昨年度の申請では 3 名が採択された。 

今年度は常勤職員 11 名全員が申請し、2 名が採択された。 

 

２．技術職員が担当する実験実習及び設備・装置の改善に取り組む。 

     電気電子システム系 4 年 実験装置の改善を行なった。 

 

３．技術支援・研究等の実績を学内外に発表する。 

    学外で技術発表を行なった。 

中国地区高専技術職員研修 1 名（R5.9/7） 

     高専技術教育研究発表会  3 名（R6.2/29） 

     実験実習技術研究会    2 名（R6.3/15） 

     応用物理学会春季学術講演会 1 名（R6.3/23） 

    学内で技術発表を行なった。 

     技術部活動報告会     4 名（R6.3/11） 

 

４．公開講座の開催及び企業等への技術的支援を行い、地域社会に貢献する。 

     公開講座「イルミネーション地球儀を作ろう！」を開催した。（R5.8/5） 

     地域企業からの分析・測定依頼 4 件に対応した。 

 

５．研修会等の開催・参加及び資格取得等に取り組む。 

学外の研修に参加した。 

     中国地区高専技術職員研修 2 名（R5.9/7,8） 

     中四国大学等技術職員研修 1 名（R5.8/30～9/1） 

     半導体人材育成研修    1 名（R5.8/29～9/1） 

     高専技術教育研究発表会  4 名（R6.2/29～3/1） 

     COMPASS 5.0 「サーキットデザイン教育」 1 名（R6.3/8） 

     実験実習技術研究会    2 名（R6.3/15） 

学内で技術部技術研修会（電気電子系）を開催した。（R5.11/15） 

    資格を取得した。 

     知的財産管理技能検定 3 級 1 名（R5.4 月） 

     第三種電気主任技術者試験 1 名（R5.6 月） 
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支援業務改善報告書 
令和 ４年 １２月 ６日提出 

改 善 名 ： 配線の改善 
実験実習名 ： 電気電子システム工学実験（電気電子システム系４年）   

太陽電池モジュールの電流－電圧特性 
実 施 年 月 ： 令和４年７月 
実 施 者 ： 第二技術班  田口理沙子        

第一技術班  中尾三徳        
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［問題点］ 
 電気電子システム系４年生前期に実施される電気電子システム実験内の「太

陽電池モジュールの電流－電圧特性」実験について，モジュール背面の配線部

分の改善要望があり対応した．この実験では，太陽電池モジュールの電流－電

圧特性とその計測法を理解し太陽光発電システムの概要を理解することを目

的としている．単結晶 Si，多結晶 Si，アモルファス Si，球状 Si，CIS 薄膜で

作られた５種類の太陽電池を I-V カーブトレーサに接続し測定を行っている． 
問題点として，アモルファス Si でできたモジュールの配線が長く作業が行いにくいこと，図 1 の

ように接続にワニ口クリップ同士を噛ませるため取付の具合で接触不良が起こる可能性が挙げら

れたため改善を試みた． 
 
［改善内容］ 
 アモルファス Si モジュールの配線を短くし，図 2 のように接続端子をワニ口

クリップから銅線をリング状にしたものに変更した．また，外見を整え，接触

を良好にするためはんだで表面を整えた．さらに，双方の接触を防ぐため長さ

を変え，熱収縮チューブで端子根本部分の強度を上げている． 
 

［改善効果］ 
 この改善を行ったことで，接触不良による誤動作防止，実験の利便性の向上

に繋がると考えられる． 
 
  
 

 

図 1 改善前の接続部 

図 2 改善後の接続部 

図 3 改善前のモジュール 図 4 改善後のモジュール 29



支援業務改善報告書 
令和 ５年 １２月 １日提出 

改 善 名 ： 実験内容とテキストの改善 
実験実習名 ： 電気電子システム工学実験実習Ⅱ（電気電子システム系３年）   

マイコンを用いたフィジカルコンピューティング 
実 施 年 月 ： 令和５年４～７月 
実 施 者 ： 第二技術班  田口理沙子        
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［問題点］ 
 電気電子システム系３年生前期に実施される電気電子システム実験実習Ⅱ内の「マイコンを用

いたフィジカルコンピューティング」実験について，学生の作業効率と理解度の向上を目的とし

て改善を行った． 
この実験では，回路製図ソフトの TinkerCad と Arduino を使って，LED の点灯，割込み，温

度センサ，LCD ディスプレイへの表示などをソフトとハード両面から行う実験を行っている．し

かし，現在の実験方法では必要な情報が記載されたテキストを何種類も読む必要があること，レ

ポート作成に必要な素材がわかりにくかったこと，実験の進度により同じ回路を次週に再度作る

ことになるなど，学生からの質問や改善の要望が多くあった． 
また，これまでは環境設定を実験時間内に行っていたため，BYOD パソコンの使用方法で学生

それぞれに進度が異なり実験のモチベーション低下と，教職員の実験の指導の負担が発生してい

た． 
 
［改善内容］ 
 今年度は作業効率の向上を目的として，実験内容は変更せず，配布するテキスト内に必要な情

報を記載し，2 グループ目より試験的に新しいテキストを作成した． 
環境設定をガイダンス中に行うことを想定し，2 グループ目、3 グループ目の学生に対して，3E

の HR 後に実施をした．（谷口さん、清水さんに協力をお願いした） 
来年度からは，実施項目の繋がりや学生がテキストを読みながら自分で考えて実験ができるよ

うに実験内容を検討し，担当の教員に提案を予定している． 
 
［改善効果］ 

学生数名に試作のテキストの感想を聞いたところ，「わかりやすかった」「実験がやりやすくな

った」などポジティブな感想を聞くことができた． 
環境設定については，トラブル発生時の対応が可能となり，スムーズに実験が可能になった． 
来年度の実験で改善の効果を比較したいと考えている． 
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Ⅵ 資料 
 
 
 

・ 組織図 

令和 5 年度 
  令和 6 年度 

 

・ 実験実習支援計画表 

 

・ 業務担当者等一覧 

 

・ 令和 6 年度 技術部年度計画 

 

・ 規程 

技術部組織規程 
教育研究技術支援委員会規程 



   

　

主任技術員

技術専門職員

中 島 哲 史
第一技術班

 (機械工学分野・理学系分野) 技術職員

小 林 る み
(兼任):技術班長 副技術班長

技術専門員 技術専門職員 技術職員（再雇用）

河 原 み ほ 川 村 純 司 中 尾 三 徳

技術専門員 技術補佐員

河 原 み ほ 中 島 紀 子 

 技術部長 　 　

機械システム系　教授  技術長 主任技術員

塩 田 祐 久 神 田 尚 弘 技術専門職員

三 木    勝 

第二技術班 主任技術員

 (電気電子工学分野・情報工学分野) 技術専門職員

瀬 島 裕 貴
技術班長

　 技術専門職員 　 技術職員

　 　 谷口亜紀子 久保田絢香

技術職員

田口理沙子

技術職員

清 水 大 輝

技術職員（再雇用）

日 下 孝 二 

技術補佐員

久 安 明 子

令和５年度　津山工業高等専門学校　技術部 　組織図　

校長
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　 主任技術員

技術専門職員

中 島 哲 史

第一技術班 主任技術員

 (機械工学分野・理学系分野) 技術専門職員

小 林 る み
(兼任):技術班長 副技術班長

技術専門員 技術専門職員 技術職員（再雇用）

河 原 み ほ 川 村 純 司 中 尾 三 徳

技術専門員 技術補佐員

河 原 み ほ 中 島 紀 子 

 技術部長 　 　

機械システム系　教授  技術長 主任技術員

塩 田 祐 久 神 田 尚 弘 技術専門職員

三 木    勝 

第二技術班 主任技術員

 (電気電子工学分野・情報工学分野) 技術専門職員

瀬 島 裕 貴
技術班長

　 技術専門職員 　 技術職員

　 　 谷口亜紀子 久保田絢香

技術職員

田口理沙子

技術職員

清 水 大 輝

技術職員（再雇用）

日 下 孝 二 

技術補佐員

久 安 明 子

令和６年度　津山工業高等専門学校　技術部 　組織図　

校長
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令和6年度技術部実験実習支援計画表

5 12:50～13:40

6 13:45～14:35

7 14:40～15:30

8 15:35～16:25

5 12:50～13:40

6 13:45～14:35

7 14:40～15:30

8 15:35～16:25

5 12:50～13:40

6 13:45～14:35

7 14:40～15:30

8 15:35～16:25

5 12:50～13:40

6 13:45～14:35

7 14:40～15:30

8 15:35～16:25

5 12:50～13:40

6 13:45～14:35

7 14:40～15:30

8 15:35～16:25

  

5E
機械システム

3E
化学Ⅱ

1-2
物理Ⅰ

5M卒研

5C卒研

2C
実験実習I

1年実験実習1年実験実習

3年・4年
全系横断演習

2M
実験実習Ⅰ

2M
実験実習Ⅰ

3S
化学Ⅱ

2E
物理Ⅰ

8:30～14:30

1-2
リテラシー

4M実験 4M実験

MS1
特別実験1-1

物理Ⅰ

8:30～15:30

1-3
物理Ⅰ

2C
プログラミング基礎

1-2
総理基

　３次元創造部門員

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

5C卒研5C卒研

　ﾈｯﾄﾜｰｸ保守管理 テクノセンター

　情報サーバ管理　３次元創造部門員

総合情報センター
　情報サーバ管理

電子回路情報実験室

　システム管理者
　設備保守管理

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

電子回路情報実験室

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

テクノセンター

3C
実験実習Ⅱ

3C
実験実習Ⅱ

3C
実験実習Ⅱ

3C
実験実習Ⅱ

1-4
総理基            5C
  制御プログラミング

5C卒研5C卒研

2C
実験実習I

2C
実験実習I

2C
実験実習Ⅰ

 
 5C

  制御プログラミング

休日

5年選択
制御プログラミング

1-3
総理基

3年・4年
全系横断演習

3年・4年
全系横断演習

3年・4年
全系横断演習

5年選択
制御プログラミング

時限小林 中島紀 久安中尾

火

1･2 8:50～10:20

3･4 10:30～12:00

12:50～14:20

14:40～16:10

8:50～10:20

3･4 10:30～12:00

12:50～14:20

14:40～16:10

月

1･2

河原 清水谷口 三木田口瀬島

14:40～16:10

木

1･2 8:50～10:20

3･4

水

1･2 8:50～10:20

3･4 10:30～12:00

12:50～14:20

14:40～16:10

3年・4年
全系横断演習

5E卒研5E卒研

川村 中島哲 久保田 神田 日下

10:30～12:00

12:50～14:20

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

4C実験4C実験4C実験 4C実験

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

5C
機械システム

2E
実験実習Ⅰ

その他の
支援

3･4

3年・4年
全系横断演習

3M
実験実習Ⅱ

2E
実験実習Ⅰ

3年・4年
全系横断演習

3年・4年
全系横断演習

3M
設図Ⅱ

3M
実験実習Ⅱ

3M
実験実習Ⅱ 2S

実験実習Ⅰ

金

1･2

　計測解析部門員

5M
卒研

12:50～14:20

4C
演習Ⅱ

4C
演習Ⅱ

4C
演習Ⅱ

4C
演習Ⅱ

1-4
リテラシー

3E
実験実習Ⅱ

8:50～10:20

4E
演習Ⅱ

14:40～16:10

10:30～12:00

4S実験

4E
演習Ⅱ

4E
演習Ⅱ

9:15～14:30

3E
実験実習Ⅱ

3E
実験実習Ⅱ

8:30～16:30

4C実験

1-1
総理基

4C(ICT)
プログラミング応用

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 8:30～16:30

3M
実験実習Ⅱ

5M
卒研

4M
演習Ⅱ

4M
演習Ⅱ

実習工場 実習工場

4S実験

4S実験

物理Ⅰ
1-2

2E
CAD入門

生物
1-4

2S
実験実習Ⅰ

4S実験

2S
化学Ⅰ

2C化学Ⅰ
3M化学Ⅱ

9:30～16:30

実習工場

4M
演習Ⅱ

5M
卒研

4M
演習Ⅱ

5M
卒研

5S卒研
(5～８限)

2S
チャゼミ基礎

1-4生物
2M化学Ⅰ

一般化学
3S

1-2生物
3S一般化学

1-1
リテラシー

2M
物理Ⅱ

2S
物理Ⅱ

9:30～14:45

3C
化学Ⅱ

MS1特別実験
(4～6限)

3S
化学Ⅱ

1-3
生物

3年・4年
全系横断演習

MS1
特別実験

1-4
物理Ⅰ

10:30～15:00

2S
実験実習Ⅰ

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

実習工場

3C
化学Ⅱ

CAD入門
2C

2S
化学Ⅰ

MS1
特別実験

3年・4年
全系横断演習

2M
化学Ⅰ

3年・4年
全系横断演習

3年・4年
全系横断演習

2E
実験実習Ⅰ

3年・4年
全系横断演習

4S実験

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

2E
化学Ⅰ

休日

2E
化学Ⅰ

2M
CAD入門

　マイスター 　マイスター 　マイスター 　マイスター
　設備保守 　設備保守 　設備保守 　設備保守

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ テクノセンター

テクノセンター電気工事士資格講習

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ テクノセンター
　３次元創造部門員

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

5E卒研

　計測解析部門員
ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

2M
化学Ⅰ

3S
化学Ⅱ

4E実験4E実験

5E卒研5E卒研

4E実験

8:30～17:00

8:30～15:30

3E
化学Ⅱ

2E
化学Ⅰ

1-1
生物

1年実験実習

4E実験

2C
物理Ⅱ

5E卒研

2E
実験実習Ⅰ

4M実験 4M実験

5S
機械システム

5M卒研 5M卒研 5M卒研

2M
実験実習Ⅰ

2M
実験実習Ⅰ

1年実験実習 1年実験実習 1年実験実習 1年実験実習 2S
CAD入門

1年実験実習1年実験実習

1-3リテラシー

1-2生物

5年選択有機化学Ⅱ

4S実験

物理Ⅰ

1-1

リテラシー

1-2

リテラシー

1-1

実験実習

1年
実験実習

1年

3S

実験実習Ⅱ

(5～7限)
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- - - － 川村 川村 川村 岡本 岡本 川村 旧マイスター制WG

1 田口 田口 - - - - - - - -

1 中島哲 中島哲 中島哲 谷口 谷口 河原 河原 － － －

1 三木 三木 三木 三木 三木 三木 三木 三木 日下 三木 日下 三木

1 三木 三木 三木 三木 三木 三木 三木 三木 － －

1 川村 川村 小林 小林 瀬島 瀬島 瀬島 河原 河原 日下 旧産学連携推進委員会

三木 塩田 － －

　　 女子会部会 谷口 谷口 谷口 河原 谷口 旧女子会運営委員会

2 神田 清水 神田 小林 神田 小林 神田 塩田 神田 塩田 神田 谷口 神田 谷口 神田 岡本 神田 岡本 神田 中島哲

1 瀬島 田口 清水 三木 小林 久保田 河原 谷口 日下 川村

計測解析部門 2 川村 田口 川村 田口 川村 神田 川村 塩田 川村 塩田 川村 神田 川村 神田 岡本 塩田 岡本 塩田 川村 湯浅

3次元創造部門 3 谷口 久保田 清水 谷口 久保田 清水 谷口 久保田 清水 日下 谷口 久保田 日下 谷口 久保田 日下 谷口 三木 日下 谷口 三木 日下 谷口 三木 日下 谷口 日下 谷口

－ － － － － 川村 川村 岡本 － －

1 三木 三木 三木 三木 三木 三木 谷口 谷口 谷口 谷口

－ 神田 三木 塩田 谷口 谷口 塩田 川村 瀬島 科研申請Ｇ

－ 河原 瀬島 中島哲 中島哲 塩田 神田 中島哲 塩田 神田 西川 日下 神田 旧実験実習改善ＡＧ

－ 日下 中島哲 川村 岡本 西川 河原 西川 岡本 河原 河原 中島哲 谷口 学内外研修会Ｇ

－ 神田 瀬島 神田 日下 瀬島 神田 日下 瀬島 神田 三木 中島哲 公開講座Ｇ

－ 川村 谷口 河原 河原 三木 瀬島 河原 三木 瀬島 河原 西川 日下

2 河原 田口 瀬島 清水 田口 中島哲 日下 久保田 中島哲 谷口 神田 三木 (神田) (三木) （塩田） （谷口） （谷口） （塩田） (川村) (瀬島) 科研申請AG

2 清水 川村 中島哲 河原 久保田 瀬島 谷口 塩田 三木 日下 日下 中島哲 川村 (日下) (中島哲) (川村) （岡本） （西川） （河原） （西川） （岡本） （河原） (河原) (中島哲) (谷口) 技術研修会AG

3 小林 中島哲 三木 川村 久保田 小林 河原 谷口 川村 瀬島 三木 河原 塩田 小林 瀬島 谷口 瀬島 久保田 (神田) (瀬島) （神田） （日下） （瀬島） （神田） （日下） （瀬島） (神田) (三木) (中島哲) 地域貢献ＡＧ

3 谷口 久保田 瀬島 三木 谷口 田口 小林 三木 清水 川村 中島哲 小林 河原 川村 久保田 河原 川村 神田 川村 谷口 神田 神田 日下 中島哲 中島哲 三木 西川 西川 河原 瀬島 旧支援センター報Ｇ

三木 中尾 日下 三木 中尾 日下 三木 中尾 日下 日下 三木 中尾 日下 中尾 中島紀 中尾 日下 中尾 日下 中尾 日下 中島紀 中尾 日下 中島紀 中尾 中島紀

中島紀 中島紀 中島紀 中島紀 村上 中島紀 上田 中島紀 小林 中島紀 小林

2 田口 久保田 小林 瀬島 三木 中島哲 日下 河原 谷口 川村 中島哲 古矢 中島哲 松永 瀬島 西川 塩田 中島哲 谷口 湯浅

2 清水 中島哲 川村 河原 谷口 久保田 塩田 瀬島 三木 小林 神田 久保田 瀬島 三木 西川 中島哲 瀬島 岡本 瀬島 湯浅

1 谷口 谷口 谷口 日下 谷口 日下 日下 瀬島 日下 瀬島 日下 瀬島 中島紀 中島紀

1 河原 河原 河原 河原 河原 河原 河原 河原 河野 河野

3 谷口 清水 日下 谷口 清水 日下 谷口 清水 日下 日下 谷口 日下 日下 日下 日下 日下 日下

神田 河原 川村 神田 谷口 中島哲 神田 川村 小林 神田 河原 中島哲 神田 川村 三木 中尾 河原 神田 中尾 神田 川村 中尾 河原 神田 中尾 神田 岡本 中尾 河原 神田

小林 三木 清水 瀬島 久保田 田口 谷口 三木 清水 久保田 瀬島 塩田 谷口 塩田 小林 久保田 古矢 瀬島 中島哲 谷口 瀬島 西川 谷口 三木 中島哲 塩田 瀬島 西川 谷口 三木

河原 清水

久安 中島紀 村上 河原 中島紀 中島紀 小林

日下 久安 久保田 清水 － － － 瀬島 古矢 中島紀 川村 三木 松永 中尾 塩田 小林 谷口 神田 中島哲

名称 人数 備考
Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ Ｈ３１（Ｒ１） Ｈ３０ Ｈ２９ Ｈ２８ Ｈ２７Ｒ６

谷口

安全衛生委員会

委
員
会
等

技術士会連携教育WG

総合支援センター運営委員会

総合情報センター運営委員会

情報セキュリティ推進委員会

地域共同テクノセンター運営委員会

福利厚生委員会

テクノセンター
　　　　部門員

実習工場整備検討WG

情報セキュリティ担当者

研究推進委員会 知的財産WG

田口
男女共同参画推進委員会

1 瀬島 谷口 谷口

実
行
計
画
グ
ル
ー

プ

科研申請ＡＧ

支援業務改善ＡＧ

技術研修会ＡＧ

地域貢献ＡＧ

資格取得ＡＧ

定期試験Ｇ

技術部会議Ｇ
業
務
担
当

会計

勤務時間取扱い

ＰＣ　ライセンス管理

業
務
グ
ル
ー

プ

科研申請Ｇ

学内外研修会Ｇ

公開講座Ｇ

技術部報Ｇ

ホームページ管理Ｇ

学
内
行
事
等

4

卒業式

太字はグループ長

担当者名

技術部　業務担当者等一覧　　令和６年度

Ｒ５

瀬島

入学式・卒業式

保護者懇談会

AED救命救急講習 河原 湯浅 西川 瀬島 
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令和６年度 技術部 年度計画 

 

 

 

年度計画 ： 学生教育に反映させるため、技術職員の技術能力の向上を図る 

 

 

 

具体的な課題・取組等 

 

１．外部資金獲得へ向け、科学研究費補助金等へ申請をする。 

 

 

２．技術職員が担当する実験実習及び設備・装置の改善に取り組む。 

 

 

３．技術支援・研究等の実績を学内外に発表する。 

 

 

４．公開講座の開催及び企業等への技術的支援を行い、地域社会に貢献する。 

 

 

５．研修会等の開催・参加及び資格取得等に取り組む。 
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○津山工業高等専門学校技術部組織規程 

平成 28 年２月 17 日 

規 程 第 ３ 号 

 

改正 平成 29 年３月 21 日規程第 34 号 令和４年３月 24 日規程第８号  

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，津山工業高等専門学校学則第 10 条の２に定める津山工業高

等専門学校技術部（以下「技術部」という。）の組織について定めるものとする。 

（目的） 

第２条 技術部は，教育及び研究のための技術支援，地域社会との連携及び技術協

力並びに技術職員の能力・資質の向上を図り優れた人材を確保することを目的と

する。 

（業務） 

第３条 技術部は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を所掌する。  

(1) 教育及び研究に対する技術支援の基本計画の策定に関すること。  

(2) 学生の実験，実習，卒業研究等の準備等及び技術指導に関すること。  

(3) 技術の継承及び保存並びに技術向上のための技術研修，技術発表会及び技術

講演会等の企画・実施等に関すること。  

(4) 各種技術支援に関すること。  

(5) 技術資料の作成，保管及び提供等に関すること。  

(6) その他技術部の目的達成のため必要な事項に関すること。  

（技術班） 

第４条 技術部に，第一技術班及び第二技術班を置く。  

(1) 第一技術班は，次の業務を分掌する。  

  ア 機械工学分野及び理学系分野に関する前条の業務  

  イ その他第一技術班の管理運営に関すること。  

(2) 第二技術班は，次の業務を分掌する。  

  ア 電気電子工学分野及び情報工学分野に関する前条の業務  

  イ その他第二技術班の管理運営に関すること。  

２ 各班は，前項に掲げる業務の分掌にかかわらず，相互に連携協力して技術部の

業務を円滑に遂行するものとする。  
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（職員） 

第５条 技術部に，次に掲げる職員を置く。  

(1) 技術長 

(2) 技術専門職員  

(3) 技術職員 

２ 技術部に，前項に規定するもののほか，技術専門員及びその他必要な教職員を

置くことができる。  

（組織） 

第６条 技術部の組織に次の各号の職を配置する。  

(1) 技術部長 

(2) 技術長 

(3) 技術班長 

(4) 副技術班長 

(5) 主任技術員 

(6) 技術員 

(7) 技術補佐員 

２ 技術部長は，教員のうちから,校長が任命する。  

３ 技術長は，前条第１項第１号，第２号又は前条第２項の職員のうちから技術部

長が推薦し，校長が任命する。  

４ 技術班長及び副技術班長は，前条第１項第２号又は前条第２項の職員のうちか

ら，校長が任命する。  

５ 主任技術員は前条第１項第２号又は第３号の職員のうちから ,校長が任命する。 

（職務） 

第７条 技術部長は，校長の命を受け，第３条各号に掲げる技術部の業務を統括す

る。 

２ 技術長は，上司の命を受け，各技術班の連絡調整及び統括を行い，高度の専門

的な技術に基づく教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の

技術指導を行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修に関する企画及び

連絡調整を行う。  

３ 技術班長は，上司の命を受け，技術班の業務を掌理し，高度の専門的な技術に

基づく教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を

行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修に関する調査研究を行う。  

４ 副技術班長は，技術班長を補佐し，高度の専門的な技術に基づく教育研究技術
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支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術

の継承及び保存並びに技術研修に関する調査研究を行う。   

５ 主任技術員は，上司の命を受け，専門的な技術に基づく教育研究技術支援のた

めの技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行う。  

６ 技術員は，上司の命を受け，教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務

並びに学生の技術指導を行う。  

７ 技術補佐員は，上司の命を受け，教育研究技術支援のための技術業務及び学生

の技術指導を行う。  

（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか，技術部の運営に関し必要な事項は，別に定

める。 

 

附 則 

この規程は，平成 28 年４月１日から施行する。  

附 則（平成 29 年３月 21 日規程第 34 号） 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。  

附 則（令和４年３月 24 日規程第８号） 

この規程は，令和４年４月１日から施行する。  
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○津山工業高等専門学校教育研究技術支援委員会 

規程 

平成 29 年３月 21 日 

規 程 第 1 0 号 

（目的） 

第１条 津山工業高等専門学校に，技術部及び実習工場の円滑な運営を図るため，

津山工業高等専門学校教育研究技術支援委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

（所掌事項）  

第２条 委員会は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事項を所掌する。  

(1) 技術部の業務計画に関すること。  

(2) 実習工場における実習内容及び実習時間割の編成に関すること。  

(3) その他技術部及び実習工場の重要事項に関すること。  

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。  

(1) 技術部長 

(2) 実習工場長 

(3) 専攻科長 

(4) 系長 

(5) 学科長 

(6) 総合情報センター長  

(7) 地域共同テクノセンター長  

(8) 技術部技術長  

(9) 実習工場主任  

(10) 技術部技術班長  

(11) 学生課長 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，技術部長をもって充てる。  

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。  

３ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を

代行する。 

（意見聴取）  
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第５条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴

くことができる。  

（事務） 

第６条 委員会の事務は，技術部において処理する。  

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

 

附 則 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。  
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編集後記 
技術長 神田尚弘 

今年は桜の開花が早いとの予測に反し、結構遅咲きとなりました。最近は、入学式の頃には葉

桜になってしまうことが多かったのですが、新年度に桜満開というのは、なんだか気持ちがいいもの

でした。新入生のみなさんには、これからの 5 年間、７年間、充実した高専生活を送れるよう頑張れ

と毎年思っています。そして我々技術職員もその手助けをしていければと考えています。 

さて、昨年の出生数は約 73 万人だそうです。昨年度の中学 3 年生は約 100 万人だったので、

15 年後の中学 3 年生は今年の約４分の 3 に減ることになります。この急速な少子化に対して高専

も様々な改革が進められていくことになるでしょう。技術職員はそれぞれが、自分の専門分野を深

化させると同時に、広範囲の知識・技能を習得して将来に備える必要があると思います。技術部の

職員がお互いに技術の継承・共有を行なって、その成果を今後のこの技術部報で報告できればと

考えています。 

本報告書は令和 5 年度の技術部の活動をまとめたものです。お読みいただいて、ご意見やご感

想をいただけると幸いです。 

今後ともよろしくお願い致します。 

編集担当 三木勝 

谷口亜紀子 

田口理沙子 

津山工業高等専門学校 技術部報 第１９号 

発 行： 津山工業高等専門学校 技術部 

発行日： 2024 年 6 月 吉日 

連絡先： 〒708－8509 岡山県津山市沼 624－1 

ＴＥＬ： 0868－24－8240 

ＦＡＸ： 0868－24－8244 

https://www.tsuyama-ct.ac.jp/honkou/kojin/bus/shien/index.htm 
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